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渋
沢
栄
一 

は
天
保
11
（
１
８
４
０
）
年
、

現
在
の
埼
玉
県
深
谷
市
の
農
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
生
家
は
土
地
の
富
農
で
、
農
作

物
を
作
る
か
た
わ
ら
、
藍
玉
の
製
造
販
売

な
ど
商
業
的
な
分
野
も
手
が
け
て
い
ま
し

た
。
栄
一
は
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け

て
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
経
営
や
経
済
に

つい
て
学
ん
で
いっ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

折
か
ら
の
尊
王
攘
夷
思
想
の
影
響
を
受

け
た
栄
一
は
、
高
崎
城
乗
っ
取
り
等
の
暴
挙

を
計
画
し
た
り
し
ま
す
が
、
や
が
て
一
橋

慶
喜
（
後
の
15
代
将
軍
）
に
仕
え
、
頭
角

を
現
し
て
行
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
慶
応
3

（
1
8
6
7
）年
パ
リ
万
博
幕
府
使
節
団
に

も
同
行
し
た
こ
と
か
ら
、
近
代
的
な

経
済
・
商
業
セ
ン
ス
を
学
ん
で
行
き

ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
は
、
日
本
を
一
流
国
と

す
る
た
め
に
近
代
経
済
の
確
立
に
尽
力
。

商
工
会
議
所
の
前
身
で
あ
る
「
商
法
会

議
所
」
の
設
立
や
、
日
本
で
最
初
の
銀

行
の
総
監
役
・
頭
取
な
ど
、
日
本
に
近

代
経
済
社
会
を
確
立
さ
せ
る
の
に
尽
力

し
ま
し
た
。

　

栄
一
は
、
株
式
会
社
組
織
に
よ
る
企

業
の
創
立
や
育
成
を
行
い
ま
し
た
。
生
涯

に
約
５
０
０
も
の
企
業
に
関
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
論
語
を
基
本
と
し

た
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
を
説
き
続
け
、

単
な
る
金
儲
け
で
は
な
い
、倫
理
観
を
持
っ

た
経
営
を
第
一
と
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
社
会
福
祉
や
民
間
外
交
に
も
大
き

な
功
績
を
残
し
ま
し
た
、
ま
さ
し
く
巨

人
と
言
って
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

多
く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
昭

和
６
（
１
９
３
１
）
年
に
91
歳
の
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

渋
沢
栄
一
が
「
道
徳
経
済
合
一
説
」

に
つ
い
て
記
し
た
代
表
的
な
書
物
『
論
語
と

算
盤
』
は
、
現
在
も
複
数
の
出
版
社
か
ら

発
行
さ
れ
、
多
く
の
人
に
読
み
継
が
れ
て
い

ま
す
。
本
書
の
中
で
栄
一
は
、
経
済
活
動
に

お
い
て
倫
理
観
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

倫
理
と
経
済
は
常
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
説
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
士し

こ
ん
し
ょ
う
さ
い

魂
商
才
」
す
な
わ
ち
武
士
的
な
精
神
（
倫

理
観
）
と
商
業
的
セ
ン
ス
の
両
立
が
大
切
で
あ

る
と
説
き
ま
す
。

　
「
倫
理
観
」
を
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」「
社

会
的
責
任
」
と
考
え
れ
ば
、
現
在
で
も
栄
一の

思
想
は
決
し
て
色
あ
せ
て
は
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
22
年
か
ら
本
年
に
か
け
て
の
「
企
業

家
精
神
再
発
見
事
業
」
の
内
容
を
、
簡
単
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
の
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
９
月
１
日
〜
５
日　

パ
ネ
ル
展
示
「
渋
沢
史
料
館
出
張
展
示
i
n

宇
都
宮
」（
福
田
屋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
宇

都
宮
店
）

◎
９
月
６
日　

講
演
会
「
こ
こ
に
万
古
不
易
の
起
業
家
精
神

が
あ
る
」（
宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
）

講
師 

佐
藤
茂
雄
氏（
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
）

◎
９
月
８
日　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
関
東
（
関
八
州
・
宇
都
宮
）

と
近
代
日
本
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
」（
ホ
テ

ル
ニュ
ー
イ
タ
ヤ
）

基
調
講
演　

橘
川
武
郎
氏
（
一
橋
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授
）
／
パ
ネ
リ
ス
ト　

島
田
昌

和
氏
（
文
京
学
院
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科
教
授
）、
都
倉
武
之
氏
（
慶
應
義
塾
大

学
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師
）、
五
百
旗

頭
薫
氏
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
准

教
授
） 

／ 

デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト　

仲
川
順
子
氏

（
奈
良
N
P
O
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
／ 

司
会

　

松
本
和
明
氏
（
長
岡
大
学
経
済
経
営
学
部

准
教
授
）

　

平
成
23
年
に
は
、講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
９
月
29
日　

講
演
会
「
今
、
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
」（
護
国
会
館
）

①
「
近
代
日
本
の
創
造
者
・
渋
沢
栄
一の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
探
る
」

講
師　

井
上
潤
氏
（
渋
沢
史
料
館
館
長

②
「
東
日
本
大
震
災
後
の
地
域
活
性
化
」

講
師　

橘
川
武
郎
氏
（
一
橋
大
学
院
商
学
研

究
科
教
授
）

　

今
年
（
平
成
24
年
）
は
、
10
月
９
日
（
火
）

に
護
国
会
館
に
お
い
て
、
講
演
会
「
現
代
に

活
き
る
先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ　

〜
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
思
想
と
行
動
〜
」
を
、
井
上

潤
氏（
渋
沢
史
料
館
館
長
）
と
守
屋
淳
氏（
作

家
）
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
近
代
日
本
の
創
造
者
・
渋
沢

栄
一 

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ　
『
論
語
と
そ
ろ
ば
ん
』

が
教
え
る
経
営
哲
学
と
は
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

井
上
氏
は
「
今
日
、
渋
沢
栄
一
が

注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
企
業
倫
理
の

実
践
者
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
。
倫
理

観
の
伴
う
富
の
追
求
や
公
益
の
重
視
な

ど
が
、
栄
一
の
経
営
哲
学
で
あ
り
、
論

語
と
算
盤
、
道
徳
と
経
済
の
一
致
を
み

な
け
れ
ば
持
続
的
な
成
長
は
な
い
」
と

話
し
、
現
在
に
活
き
る
栄
一
の
思
想
の

重
要
性
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
守
屋
氏
は
「
中
国
古
典
に
学

ぶ
経
営
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
『
孔

子
』
の
教
え
を
ど
う
経
営
に
活
か
す

か
」
と
題
し
た
講
演
で
「
社
会
や
組

織
で
重
要
な
の
は
『
共
感
』や
『
信
用
』

だ
が
、
論
理
性
や
合
理
性
だ
け
で
は
身

に
つ
け
に
く
い
。
あ
こ
が
れ
の
気
持
ち

や
し
つ
け
を
通
し
て
身
に
付
け
て
い
く

徳
や
品
性
が
重
要
に
な
る
」
と
し
て
、

論
語
な
ど
中
国
思
想
を
例
に
挙
げ
な

が
ら
、
体
感
や
協
調
と
いっ
た
東
洋
精

神
の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
話
し

ま
し
た
。

　

栄
一
の
時
代
か
ら
１
世
紀
近
く
が
経

過
し
、
栄
一
が
築
き
上
げ
た
「
経
済
」

は
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。け
れ
ど
も
、

栄
一の
持
っ
て
い
た
企
業
家
精
神
や
、
倫

理
観
の
あ
る
経
済
活
動
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
社
会
全
体
も
、
個
々

の
企
業
や
企
業
人
に
お
い
て
も
、
い
ま

ま
さ
に
、
栄
一
の
思
想
を
も
う
一
度
見

直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

講演会「現代に活きる先人からのメッセージ」を開催

巨
人
・
渋
沢
栄
一
と
は

栄
一
の「
道
徳
経
済
合
一
説
」

「
企
業
家
精
神
再
発
見
事
業
」

を
振
り
返
る
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企業家
精神再発見

渋沢栄一翁
（渋沢史料館所蔵）

渋沢栄一の思
想をわかりやす
く講演する井
上館長

１２０人が熱心
に耳を傾けた
講演会

「中国思想は
現代にも生き
ている」と話
す守屋氏

講演会に先
立ちあいさつ
する当所北
村会頭

平成22年から３年間にわたって行
なってきた「企業家精神再発見事
業」。最終年となる今年は、（公財）
渋沢栄一記念財団が運営する渋沢史
料館の井上潤館長と、作家で中国思
想に詳しい守屋淳氏による講演会を
開催しました。

講演会
「現代に活きる

先人からの
メッセージ」

を開催

 

渋
沢
栄
一
に
学
ぶ

リ
ー
ダ
ー
シップ
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